
はじめに

この章では、IOA固有の設定を開始する前に完了する必要がある、基本設定の概要について説
明します。

• SSHの有効化, on page 1
• CFSの有効化, on page 2
• IPアクセスリスト, on page 2
•デフォルトゾーンポリシー, on page 2
• FCリダイレクト, on page 2
• FCリダイレクト v2モードの構成, on page 4
• CFSリージョンでの FCリダイレクトの使用 , on page 5
• IPFCインターフェイスで IOAクラスタを使用する, on page 7

SSHの有効化
Cisco DCNM-SANで IOAをプロビジョニングするには、すべての IOAスイッチで SSHを有効
にする必要があります。デフォルトでは、SSHサービスは、RSAキーによって有効化されて
います。

Procedure

ステップ 1 switch# configure terminal

コンフィギュレーションモードに入ります。

ステップ 2 switch(config)# feature ssh updated

SSHサービスの使用を有効にします。

SSHサービスの詳細については、Cisco MDS 9000ファミリNX-OSセキュリティ構成ガイドを参照してくだ
さい。
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CFSの有効化
CFSは、IOAスイッチと、ホストとターゲットが直接接続されているスイッチで有効にする必
要があります。FCリダイレクトは内部的に CFSを使用して、ファブリック内の特定のフロー
のルールを構成します。

Procedure

ステップ 1 switch# configure terminal

コンフィギュレーションモードに入ります。

ステップ 2 switch(config)# cfs distribute

スイッチの CFS配信をイネーブルにします（デフォルト）。

CFSの詳細については、Cisco MDS 9000ファミリ NX-OSシステム管理構成ガイドを参照してください。

IPアクセスリスト
クラスタ通信では、管理インターフェイスを使用する必要があります。IPACL構成では、ポー
ト 9333、9334、9335、および 9336で UDPおよび TCPトラフィックを許可する必要がありま
す。

デフォルトゾーンポリシー
FCリダイレクトが正しく機能するためには、IOA環境内のすべてのスイッチのデフォルトゾー
ンポリシーを拒否に設定し、イニシエータとターゲットのペアをユーザー定義ゾーンで構成す

る必要があります。

FCリダイレクト

FCリダイレクトでサポートされるスイッチ
FCリダイレクト（FCR）は、次のスイッチでサポートされており、デフォルトで有効になっ
ています：

• Cisco MDS 9250iスイッチ
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• Cisco MDS 9148Sスイッチ

• Cisco MDS 9396Sスイッチ

• Cisco MDS 9706スイッチ

• Cisco MDS 9710スイッチ

• Cisco MDS 9718スイッチ

CiscoMDSNX-OSリリース 7.3(0)DY(1)以降、FCRはCiscoMDS 9148SおよびCiscoMDS 9396S
スイッチでサポートされます。

Note

FCリダイレクトでサポートされないスイッチ
IOAは、FCoE接続デバイスをサポートしません。これにはMDS FCoEモジュールのいずれか
を介して接続されたデバイスが含まれます。

Cisco MDS NX-OSリリース 5.2(x)以降では、DMM、SME、または IOAを実行しているスイッ
チに FCoEモジュールを取り付けることはできません。

FCリダイレクトは、次のスイッチではサポートされていません。

• Cisco MDS 9220iスイッチ

• Cisco MDS 9132Tスイッチ

• Cisco MDS 9148Tスイッチ

• Cisco MDS 9396Tスイッチ

FCリダイレクトの要件
IOAの FCリダイレクトの要件は次のとおりです：

• MSM-18/4モジュールが取り付けられたMDSスイッチまたは9222iスイッチで、CiscoMDS
NX-OSリリース 4.2(1)以降を実行していること。または、9250iスイッチで、Cisco MDS
NX-OSリリース 6.2(5)を実行していること。

•ターゲットが、Cisco MDS NX-OSリリース 4.2(1)以降を実行している FCリダイレクト対
応スイッチに接続されていること。

• MSM-18/4モジュールごとに、32のターゲットを FCリダイレクトできま

• FCリダイレクト v2モードでは、ターゲットごとに最大 128のホストがサポートされま
す。FCリダイレクト v2を有効にしない場合、ターゲットごとに 16ホストに制限されま
す。
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• CFSはデフォルトでイネーブルです。ホストとターゲットが接続されているスイッチで
CFSが有効になっていることを確認します。また、IOAクラスタの一部であるスイッチで
CFSが無効にされていないことを確認します。

•サービス品質（QoS）、論理ユニット番号（LUN）ゾーン分割、読み取り専用 LUNなど
の高度なゾーン分割機能は、FCリダイレクトホストとターゲットでは使用しないでくだ
さい。

IVRの FCRサポートは、デフォルトでは無効になっています。IVRの FCRサポートがファブ
リック内の1つのスイッチで有効になっている場合、ファブリック全体に伝播され、すべての
スイッチで有効になります。グローバル構成モードでno fc-redirect ivr-support enable command
を使用して、IVRの FCRサポートを無効にすることを推奨します。

Note

FCリダイレクト v2モードの構成
FCリダイレクトで v2モードを有効にするには、構成モードで fc-redirect version2 enableコマ
ンドを使用します。FCリダイレクトで v2モードを無効にするには、このコマンドの no形式
を使用します。

このコマンドは、FCリダイレクトのスケーラビリティを向上させるために使用されます。ファ
ブリックで v2モードを有効にした後に無効にすることは推奨されません。ただし、v2モード
を無効にする場合は、すべての FCリダイレクト構成が削除されるまで無効にすることはでき
ません。FCリダイレクト構成は、対応するすべてのアプリケーション構成を削除することに
よってのみ削除できます。

Cisco MDS NX-OSリリース 4.2(1)以降を実行していないMDSスイッチは、v2モードを有効に
した後はファブリックに追加できません。スイッチが追加されると、それ以降の FCリダイレ
クト構成の変更はすべてファブリック全体で失敗します。これにより、IOA、SME、DMMな
どのアプリケーションのトラフィックが中断される可能性があります。

FCリダイレクト構成を作成するアプリケーションのリストを表示するには、 show fc-redirect
configsコマンドを使用します。

ファブリックで v2モードが有効になっていて、スイッチを別のファブリックに移動する場合
は、スイッチを別のファブリックに移動する前に clear fc-redirect decommission-switchコマン
ドを使用します。モードが有効になっていない場合、新しいファブリック内のすべてのスイッ

チは自動的に v2モードに変換されます。

進行中のファブリックの変更またはアップグレードがないことを確認します。詳細について

は、ソフトウェア要件を参照してください。ファブリック内のすべてのスイッチを表示するに

は、show fc-redirect peer-switchesコマンド（アップ状態）を使用します。

Note
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Procedure

ステップ 1 次のコマンドを入力します。

switch# configure terminal

switch(config)# fc-redirect version2 enable

ステップ 2 yesを入力します。

Please make sure to read and understand the following implications
before proceeding further:
1) This is a Fabric wide configuration. All the switches in the
fabric will be configured in Version2 mode.Any new switches
added to the fabric will automatically be configured in version2
mode.
2) SanOS 3.2.x switches CANNOT be added to the Fabric after Version2
mode is enabled. If any 3.2.x switch is added when Version2 mode
is enabled, all further FC-Redirect Configuration changes will Fail
across the fabric. This could lead to traffic disruption for
applications like SME.
3) If enabled, Version2 mode CANNOT be disabled till all FC-Redirect
configurations are deleted. FC-Redirect configurations can be
deleted ONLY after all the relevant application configurations
are deleted. Please use the command 'show fc-redirect configs'
to see the list of applications that created FC-Redirect
configurations.
4) 'write erase' will NOT disable this command. After 'write erase'
on ANY switch in the fabric, the user needs to do:
'clear fc-redirect decommission-switch'
on that that switch. Without that, if the user moves the switch
to a different fabric it will try to convert all the switches
in the fabric to Version2 mode automatically. This might lead
to Error conditions and hence Traffic disruption.
Do you want to continue? (Yes/No) [No]Yes

ステップ 3 yesを入力します。

Before proceeding further, please check the following:
1) All the switches in the fabric are seen in the output of
'show fc-redirect peer-switches' command and are in 'UP' state.
2) All switches in the fabric are running SanOS version 3.3.x or
higher.
3) Please make sure the Fabric is stable ie.,
No fabric changes/upgrades in progress
Do you want to continue? (Yes/No) [No] Yes

CFSリージョンでの FCリダイレクトの使用
FCリダイレクト機能は、Cisco Fabric Services（CFS）リージョンを使用して FCリダイレクト
構成を配布します。デフォルトでは、構成はファブリック内のすべての FCリダイレクト対応
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スイッチに伝達されます。CFSリージョンは、FCリダイレクト構成の配布を制限するために
使用できす。

CFSリージョンでの FCリダイレクトの使用は、SAN内のスイッチの数が IOAでサポートさ
れるスケーラビリティの制限を超えている場合に利用できる、オプションの設定です。MDS
NX-OSリリース 4.2(1)では、ファブリックでサポートされるスイッチの数は 34です。

Note

CFSリージョンの詳細については、Cisco MDS 9000ファミリ NX-OSシステム管理構成ガイド
を参照してください。

FCリダイレクト用の CFSリージョンの設計に関するガイドライン
FCリダイレクトの CFSリージョンを設計するには、次の注意事項に従ってください。

• FCリダイレクトの CFSリージョン設定がすべての FCリダイレクトベースのアプリケー
ションに適用できることを確認します。アプリケーションには、CiscoSME、CiscoDMM、
Cisco IOA、および将来のアプリケーションが含まれます。

•リージョン内のすべてのスイッチには、共通の VSANが必要です。

•既存の IOAインストールの場合、CFSリージョンへの移行手順については、 FCリダイレ
クトのための CFSリージョンの構成, on page 6を参照してください。

•スイッチがリージョンに移動するとき、またはリージョンから移動するときには、以前の
構成のすべてのインスタンスを削除します。

FCリダイレクトのための CFSリージョンの構成
FCリダイレクトの CFSリージョンを構成するには、次の操作を行います。

Procedure

ステップ 1 次の例に示すように、CFSリージョンでスイッチを構成します。

switch# config t
switch(config)# cfs region 2
switch(config-cfs-region)# fc-redirect
switch(config)# end

指定したリージョンに含まれるすべてのスイッチに対して、この手順を繰り返します。

ステップ 2 show fc-redirect peer-switchesコマンドを入力して、必要なすべてのスイッチが CFSリージョンで使用可能
であることを確認します。
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ステップ 3 既存の Cisco IOAインストールを FCリダイレクトの CFSリージョンに移行するには、各スイッチから他
のリージョンのスイッチによって作成された既存の FCリダイレクト構成をすべて削除します。構成を削
除するには、次の手順に従います。

a) show fc-redirect configsコマンドを入力して、すべての FCリダイレクト設定のリストを取得します。
b) clear fc-redirect configsコマンドを使用して、他のリージョンのスイッチによって作成されたすべての
構成を削除します。構成はスイッチから削除されますが、スイッチは作成されたリージョンでアクティ

ブなままです。

IPFCインターフェイスで IOAクラスタを使用する
Internet protocol over Fibre Channel（IPFC）は、ギガビットイーサネット mgmt 0インターフェ
イスを使用した管理ではなく、ファイバチャネルインターフェイス上での IP転送、つまりイ
ンバンドスイッチ管理を提供します。IPFCを使用すると、カプセル化を使用してファイバチャ
ネル経由で IPフレームを伝送するように指定できます。IPフレームはファイバチャネルフ
レームにカプセル化されるため、オーバーレイイーサネットネットワークを使用しなくても、

ファイバチャネルネットワーク上でクラスタ管理情報を伝達できます。

IOAクラスタが IPFCインターフェイスを介して通信する場合、クラスタ管理メッセージは、
管理インターフェイスを使用する代わりにファイバチャネルフレームにクラスタ管理メッセー

ジをカプセル化することで、ファイバチャネル ISL上で送受信できます。

• IPFCインターフェイスを使用した IOAクラスタの構成はオプションであり、Cisco MDS
NX-OSリリース 5.0(4c)以降でサポートされています。IPFCインターフェイスを使用して
IOAクラスタを設定するための GUIのサポートは、今後のリリースで追加される見通し
です。

• IPFCインターフェイスまたは管理インターフェイスのいずれかを使用するように、IOA
クラスタ内のノードを構成する必要があります。2つのインターフェイス構成を組み合わ
せて使用することは推奨されません。

Note

IPFCインターフェイスを使用するための IOAクラスタの構成のタスク
フロー

IPFCインターフェイスを使用して IOAクラスタを設定するには、次の手順に従います：

Procedure

ステップ 1 IPFCインターフェイスを作成します。

はじめに

7

はじめに

IPFCインターフェイスで IOAクラスタを使用する



a) インバンド管理で使用するための VSANを作成します。
b) VSANインターフェイスの IPv4アドレスとサブネットマスクを設定します。
c) IPv4ルーティングをイネーブルにします。
d) 接続を確認します。

ステップ 2 IOAクラスタを作成します。

ステップ 3 IPFCインターフェイスの IPv4アドレスを使用するようにローカルノードを変更します。

ステップ 4 クラスタに IOAインターフェイスを追加します。

ステップ 5 IPFCインターフェイス IPv4アドレスを持つリモートノードを追加します。

ステップ 6 リモートクラスタの IOAインターフェイスを追加します。

IPFCインターフェイスを使用するための IOAクラスタの構成
IPFCインターフェイスを使用するように IOAクラスタを構成するプロセスには、いくつかの
構成タスクが含まれており、次の順序で実行する必要があります：

VSANインターフェイスの作成と IPv4アドレスの構成

IPFCインターフェイスを使用するように IOAクラスタを構成するプロセスの最初の手順は、
VSANインターフェイスを作成し、IPv4アドレスを構成することです。

インターフェイス VSANを作成するには、次の操作を行います：

Procedure

ステップ 1 Switch# configure terminal

設定モードを開始します。

ステップ 2 Switch(config)# interface vsan 1

指定した VSAN（1）のインターフェイスを構成します。

ステップ 3 Switch (config-if)# ip address 10.1.1.1 255.255.255.0

選択したインターフェイスの IPV4アドレスおよびネットマスクを構成します。

ステップ 4 Switch (config-if)# no shutdown

インターフェイスを有効にします。
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Example

VSANを作成し、IPv4アドレスを構成したら、 show interface vsanコマンドを使用し
て構成を確認します。

sw-231-14# show interface vsan 1
vsan1 is up, line protocol is up

WWPN is 10:00:00:0d:ec:18:a1:05, FCID is 0xec03c0
Internet address is 10.1.1.1/24
MTU 1500 bytes, BW 1000000 Kbit
0 packets input, 0 bytes, 0 errors, 0 multicast
6 packets output, 384 bytes, 0 errors, 0 dropped

sw-231-14#

IPv4ルーティングのイネーブル化

IPv4ルーティングを有効にするには、次の操作を行います：

Procedure

ステップ 1 Switch# configure terminal

コンフィギュレーションモードに入ります。

ステップ 2 Switch(config)# ip routing

IPV4ルーティングを有効にします。

ステップ 3 Switch(config)# no ip routing

IPV4ルーティングを無効にします。

Example

IPv4ルーティング有効にした後で、show ip routingコマンドを使用して構成を検証し
ます。

sw-231-14(config)# show ip routing
ip routing is enabled

接続の確認

接続を確認するには、show ip routeおよび pingコマンドを使用します。

sw-231-14# show ip route
Codes: C - connected, S - static
C 10.1.1.0/24 is directly connected, vsan1
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sw-231-14# ping 10.1.1.2
PING 10.1.1.2 (10.1.1.2) 56(84) bytes of data.
64 bytes from 10.1.1.2: icmp_seq=1 ttl=64 time=0.875 ms
64 bytes from 10.1.1.2: icmp_seq=2 ttl=64 time=0.866 ms
64 bytes from 10.1.1.2: icmp_seq=3 ttl=64 time=0.884 ms
64 bytes from 10.1.1.2: icmp_seq=4 ttl=64 time=0.875 ms
--- 10.1.1.2 ping statistics ---
4 packets transmitted, 4 received, 0% packet loss, time 3023ms
rtt min/avg/max/mdev = 0.866/0.875/0.884/0.006 ms

ローカルノードでの IOAクラスタおよび IOAインターフェイスの作成

ローカルノードで IOAクラスタと IOAインターフェイスを作成するには、次の操作を行いま
す：

IOAクラスタを構成する際、ネットワークがDNSサービスをサポートしている場合は、スイッ
チの名前を使用できます。IOAクラスタでは、スイッチ名を IPアドレスに解決する必要があ
ります。

Note

Procedure

ステップ 1 Switch# configure terminal

設定モードを開始します。

ステップ 2 Switch(config)# ioa cluster cluster name

特定の名前で IOAクラスタを作成します。

ステップ 3 Switch(config-ioa-cl)# node switchname/ip address ip-address 10.1.1.1

ノードアドレスを追加します。または mgmt0アドレスから IPFCインターフェイスアドレスに変更しま
す。

ステップ 4 Switch(config-ioa-cl-node)# int ioa 1/1

クラスタに IOAインターフェイスを追加します。

クラスタ構成の確認

クラスタ構成を確認するには、show ioa cluster name node summaryコマンドを使用します。

sw-231-14# sh ioa cluster cltr1 node sum
-------------------------------------------------------------------------------
Switch Site Status Master Node ID
-------------------------------------------------------------------------------
sw-231-14(L) site2 online yes 1

ノードの IPアドレスを確認するには、show ioa cluster name nodeコマンドを使用します。

はじめに

10

はじめに

ローカルノードでの IOAクラスタおよび IOAインターフェイスの作成



sw-231-14# show ioa cluster cltr1 node
Node sw-231-14 is local switch
Node ID is 1
IP address is 10.1.1.1
Status is online
Belongs to Site site2
Node is the master switch

リモートノードにリモートノードおよび IOAインターフェイスを追加する

リモートノードを追加するには、次の操作を行います：

Procedure

ステップ 1 Switch# configure terminal

コンフィギュレーションモードに入ります。

ステップ 2 Swtich(config)# ioa cluster cluster name

IOAクラスタに入ります。

ステップ 3 Switch(config-ioa-cl)# node <switchname/ip address> ip-address 10.1.1.2

クラスタにリモートノードを IPFCインターフェイスアドレスとともに追加します。

ステップ 4 Switch(config-ioa-cl-node)# int ioa 4/1

クラスタに IOAインターフェイスを追加します。

クラスタ構成の確認

ノード構成を確認するには、show ioa clustername node summaryコマンドを使用します。

sw-231-14# show ioa cluster cltr1 node summary
-------------------------------------------------------------------------------
Switch Site Status Master Node ID
-------------------------------------------------------------------------------
sw-231-14(L) site2 online yes 1
sw-231-19 site1 online no 2

ノードの IPアドレスを確認するには、 show ioa cluster name nodeコマンドを使用します。

Node sw-231-14 is local switch
Node ID is 1
IP address is 10.1.1.1
Status is online
Belongs to Site site2
Node is the master switch

Node sw-231-19 is remote switch
Node ID is 2
IP address is 10.1.1.2
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Status is online
Belongs to Site site1
Node is not master switch

sw-231-14#

IOAクラスタで設定されているすべてのインターフェイスを表示するには、 show ioa cluster
name interface summaryコマンドを使用します。

sw-231-14# show ioa cluster cltr1 interface summary
-------------------------------------------------------------------------------
Switch Interface Status Flows
-------------------------------------------------------------------------------
sw-231-14(L) ioa1/1 up 0
sw-231-14(L) ioa1/2 up 0
sw-231-19 ioa4/1 up 0
sw-231-19 ioa4/2 up 0
sw-231-14#

設定例

このセクションでは、IPFCインターフェイスを使用して IOAクラスタを作成する例を示しま
す。 Figure 1:設定例, on page 12は、この例で使用される IOAクラスタ構成を示しています。
トポロジ例は、sw-231-14と sw-231-19スイッチ間の FC ISLを示しています。

Figure 1:設定例

インターフェイス VSANの作成

次に、インターフェイス VSANを作成し、sw-231-14で IPアドレスを構成し、IPルーティン
グを有効にする例を示します：

sw-231-14(config)# int vsan 1
sw-231-14(config-if)# ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
sw-231-14(config-if)# no shut
sw-231-14(config-if)# exit
sw-231-14(config)# ip routing
sw-231-14(config)#

次に、インターフェイス VSANを作成し、sw-231-19で IPアドレスを構成し、IPルーティン
グを有効にする例を示します。

sw-231-19(config)# int vsan 1
sw-231-19(config-if)# ip address 10.1.1.12 255.255.255.0
sw-231-19(config-if)# no shut
sw-231-19(config-if)# exit
sw-231-19(config)# ip routing
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設定の確認

次に、show interfaceコマンドを使用して sw-231-14の構成を確認する例を示します。

sw-231-14# show interface vsan 1
vsan1 is up, line protocol is up
WWPN is 10:00:00:0d:ec:18:a1:05, FCID is 0xec03c0
Internet address is 10.1.1.1/24
MTU 1500 bytes, BW 1000000 Kbit
758 packets input, 110841 bytes, 0 errors, 42 multicast
651 packets output, 122577 bytes, 0 errors, 0 dropped
sw-231-14#

次に、show interfaceコマンドを使用して sw-231-19の構成を確認する例を示します。

sw-231-19# show interface vsan 1
vsan1 is up, line protocol is up
WWPN is 10:00:00:05:30:01:9f:09, FCID is 0xc60000
Internet address is 10.1.1.2/24
MTU 1500 bytes, BW 1000000 Kbit
675 packets input, 124613 bytes, 0 errors, 36 multicast
755 packets output, 111785 bytes, 0 errors, 0 dropped
sw-231-19#

接続の確認

次に、pingコマンドを使用して接続を確認する例を示します:

sw-231-14# ping 10.1.1.2
PING 10.1.1.2 (10.1.1.2) 56(84) bytes of data.
64 bytes from 10.1.1.2: icmp_seq=1 ttl=64 time=0.868 ms
64 bytes from 10.1.1.2: icmp_seq=2 ttl=64 time=0.898 ms
64 bytes from 10.1.1.2: icmp_seq=3 ttl=64 time=0.906 ms
--- 10.1.1.2 ping statistics ---
3 packets transmitted, 3 received, 0% packet loss, time 2017ms
rtt min/avg/max/mdev = 0.868/0.890/0.906/0.038 ms
sw-231-14#

スイッチ sw-231-14での IOAサイトの構成

次に、スイッチ sw-231-14で IOAサイトを設定する例を示します：

sw-231-14(config)# ioa site-local site2
sw-231-14(config)#

スイッチ sw-231-19で IOAサイトを構成する

次に、スイッチ sw-231-19で IOAサイトを構成する例を示します：

sw-231-19(config)# ioa site-local site1
sw-231-19(config)#

スイッチ sw-231-14での IOAクラスタ cltr1の構成

次に、スイッチ sw-231-14で IOAクラスタ ctrl1を構成する例を示します：
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sw-231-14(config)# ioa cluster cltr1
2011 Apr 8 05:00:46 sw-231-14 %CLUSTER-2-CLUSTER_LEADER_ANNOUNCE: Node 0x1 is the new
Master of cluster 0x2e05000dec18a133 of 1 nodes
2011 Apr 8 05:00:46 sw-231-14 %CLUSTER-2-CLUSTER_QUORUM_GAIN: Cluster 0x2e05000dec18a133
now has quorum with 1 nodes

IPFCインターフェイスアドレスを使用するためのノードの変更

次に、ノードで IPFCインターフェイスアドレスを使用するように強制する例を示します：

sw-231-14(config-ioa-cl)# node sw-231-14 ip-address 10.1.1.1
sw-231-14(config-ioa-cl-node)# ex

IOAクラスタへリモートノードを追加する

次の例では、IOAクラスタにリモートノードを追加します：

sw-231-14(config-ioa-cl)# node sw-231-19 ip-address 10.1.1.2
2011 Apr 8 05:02:47 sw-231-14 %CLUSTER-2-CLUSTER_QUORUM_GAIN: Cluster 0x2e05000dec18a133
now has quorum with 1 nodes
2011 Apr 8 05:02:52 sw-231-14 %CLUSTER-2-CLUSTER_QUORUM_GAIN: Cluster 0x2e05000dec18a133
now has quorum with 2 nodes
sw-231-14(config-ioa-cl-node)# ex

スイッチ sw-231-14に IOAインターフェイスを追加する

次に、スイッチ sw-231-14に IOAインターフェイスを追加する例を示します：

sw-231-14(config-ioa-cl)# node sw-231-14
sw-231-14(config-ioa-cl-node)# int ioa 1/1
sw-231-14(config-ioa-cl-node)# ex

スイッチ sw-231-19に IOAインターフェイスを追加する

次に、スイッチ sw-231-19に IOAインターフェイスを追加する例を示します。

sw-231-14(config-ioa-cl)# node sw-231-19
sw-231-14(config-ioa-cl-node)# int ioa 4/1
sw-231-14(config-ioa-cl-node)# exit

クラスタ構成の確認

次に、 show cluster name node summaryコマンドを使用してクラスタ構成を確認する例を示し
ます：

sw-231-14# show ioa cluster cltr1 node summary
-------------------------------------------------------------------------------
Switch Site Status Master Node ID
-------------------------------------------------------------------------------
sw-231-14(L) site2 online yes 1
sw-231-19 site1 online no 2
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IPアドレスの確認

次に、 show ioa cluster cluster name nodeコマンドを使用して、スイッチに構成されている IP
アドレスを確認する例を示します。

sw-231-14# show ioa cluster cltr1 node
Node sw-231-14 is local switch
Node ID is 1
IP address is 10.1.1.1
Status is online
Belongs to Site site2
Node is the master switch

Node sw-231-19 is remote switch
Node ID is 2
IP address is 10.1.1.2
Status is online
Belongs to Site site1
Node is not master switch

IOAインターフェイスの確認

次に、show ioa cluster cluster name interface summaryコマンドを使用してスイッチに設定され
ている IOAインターフェイスを確認する例を示します：

sw-231-14# show ioa cluster cltr1 int summary
-------------------------------------------------------------------------------
Switch Interface Status Flows
-------------------------------------------------------------------------------
sw-231-14(L) ioa1/1 up 0
sw-231-14(L) ioa1/2 up 0
sw-231-19 ioa4/1 up 0
sw-231-19 ioa4/2 up 0
sw-231-14#

IPFCインターフェイスを使用するように既存の IOAクラスタを変換す
るためのタスクフロー

IPFCインターフェイスを使用するように既存の IOAクラスタを変換するには、次の手順に従
います：

1. 両方のノードでIOAクラスタをシャットダウンします。
2. リモートノードで構成されているIOAクラスタを削除します。
3. ローカルスイッチのクラスタからリモートノードを削除し、単一ノードクラスタとして
変換します。

4. node id id nodenameおよび ip-address IPFC addressコマンドを入力して、IPFCを使用する
ようにローカルノードを変更します。

5. ローカルスイッチで no-shutをクリックして単一ノードクラスタにします。

6. ローカルスイッチにリモートノードとそのインターフェイスを追加します。

7. showコマンドによって検証します。
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IPFCインターフェイスを使用するように IOAクラスタを変換するため
の構成例

IOAクラスタ構成の確認

次に、 show ioa cluster cluster name node summaryコマンドを使用して、スイッチに構成され
ている IOAクラスタ構成を確認する例を示します：

sw-231-14(config)# show ioa cluster cltnew node summary
-------------------------------------------------------------------------------
Switch Site Status Master Node ID
-------------------------------------------------------------------------------
sw-231-14(L) site2 online yes 1
sw-231-19 site1 online no 2

IPアドレスの確認

次に、 show ioa cluster cluster name nodeコマンドを使用してスイッチに構成されている IPア
ドレスを確認する例を示します。

sw-231-14(config)# show ioa cluster cltnew node
Node sw-231-14 is local switch
Node ID is 1
IP address is 172.25.231.14
Status is online
Belongs to Site site2
Node is the master switch

Node sw-231-19 is remote switch
Node ID is 2
IP address is 172.25.231.19
Status is online
Belongs to Site site1
Node is not master switch

フローステータスの確認

次に、 show ioa cluster cluster name flowsコマンドを使用して、フローのステータスを確認する
例を示します。この例のノードは、mgmt0インターフェイスアドレスを使用しています。

sw-231-14(config)# show ioa cluster cltnew flows
-------------------------------------------------------------------------------
Host WWN, VSAN WA TA Comp Status Switch,Interface
Target WWN Pair
-------------------------------------------------------------------------------
21:01:00:1b:32:22:55:df, 1 Y Y N online sw-231-14, ioa1/1
21:01:00:0d:77:dd:f8:9d, 1 sw-231-19, ioa4/1

ローカルノードでの IOAクラスタのシャットダウン

次に、 shut downコマンドを使用してローカルノードの IOAクラスタをシャットダウンする
例を示します：
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sw-231-14(config)# ioa cluster cltnew
sw-231-14(config-ioa-cl)# shut down
This change can be disruptive. Please ensure you have read the IOA Cluster Recovery
Procedure" in the configuration guide. -- Are you sure you want to continue? (y/n) [n]
y
2011 Apr 8 05:36:41 sw-231-14 %CLUSTER-2-CLUSTER_LOCAL_NODE_EXIT: Local Node 0x1 has
left the Cluster 0x2e06000dec18a133

リモートノードでの IOAクラスタのシャットダウン

次に、shut downコマンドを使用してリモートノードの IOAクラスタをシャットダウンする例
を示します：

sw-231-19(config)# ioa cluster cltnew
sw-231-19(config-ioa-cl)# shut
This change can be disruptive. Please ensure you have read the IOA Cluster Recovery
Procedure" in the configuration guide. -- Are you sure you want to continue? (y/n) [n]
y
2011 Apr 8 05:37:03 sw-231-19 %CLUSTER-2-CLUSTER_LOCAL_NODE_EXIT: Local Node 0x2 has
left the Cluster 0x2e06000dec18a133
sw-231-19(config-ioa-cl)# exit

リモートノードから IOAクラスタを削除する

次に、 no ioa cluster cluster nameコマンドを使用してリモートノードから IOAクラスタを削除
する例を示します。

sw-231-19(config)# no ioa cluster cltnew

マスターノードから IOAクラスタを削除する場合は、ファブリックからすべての FCリダイレ
クト構成をクリアします。「FCリダイレクトのための CFSリージョンの構成, on page 6」を
参照してください。

Note

リモートノードの IOAクラスタの確認

次に、 show ioa cluster cluster nameコマンドを使用して、リモートノードに IOAクラスタが存
在しないことを確認する例を示します：

sw-231-19(config)# show ioa cluster
sw-231-19(config)#

ローカルスイッチのクラスタからのリモートノードを削除する

次に、ローカルスイッチのクラスタからリモートノードを削除する例を示します：

sw-231-14(config-ioa-cl)# no node sw-231-19
sw-231-14(config-ioa-cl)# show ioa cluster cltnew node summary
-------------------------------------------------------------------------------
Switch Site Status Master Node ID
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-------------------------------------------------------------------------------
sw-231-14(L) -- unknown (cluster is offline) 1

IPFCアドレスを使用するためのローカルノード構成の変更

次に、IPFCアドレスを使用するようにローカルノードを変更する例を示します：

sw-231-14(config-ioa-cl)# node id 1 sw-231-14 ip-address 10.1.1.1
sw-231-14(config-ioa-cl-node)# exit

単一ノードクラスタのアクティブ化

次に、単一ノードクラスタをアクティブ化する例を示します：

sw-231-14(config-ioa-cl)# no shut
This change can be disruptive. Please ensure you have read the IOA Cluster Recovery
Procedure" in the configuration guide. -- Are you sure you want to continue? (y/n) [n]
y
sw-231-14(config-ioa-cl)# 2011 Apr 8 05:39:17 sw-231-14
%CLUSTER-2-CLUSTER_LEADER_ANNOUNCE: Node 0x1 is the new Master of cluster
0x2e06000dec18a133 of 1 nodes
2011 Apr 8 05:39:17 sw-231-14 %CLUSTER-2-CLUSTER_QUORUM_GAIN: Cluster 0x2e06000dec18a133
now has quorum with 1 nodes

IPFCアドレスを使用したリモートノードの追加

次に、IPFCアドレスを持つリモートノードを追加する例を示します：

sw-231-14(config-ioa-cl)# node sw-231-19 ip-address 10.1.1.2
2011 Apr 8 05:39:36 sw-231-14 %CLUSTER-2-CLUSTER_QUORUM_GAIN: Cluster 0x2e06000dec18a133
now has quorum with 1 nodes
2011 Apr 8 05:39:41 sw-231-14 %CLUSTER-2-CLUSTER_QUORUM_GAIN: Cluster 0x2e06000dec18a133
now has quorum with 2 nodes

リモートノードへの IOAインターフェイスの追加

次に、リモートノードに IOAインターフェイスを追加する例を示します：

sw-231-14(config-ioa-cl-node)# int ioa 4/1
sw-231-14(config-ioa-cl-node)# end
sw-231-14#

クラスタノードの確認

次に、show ioa cluster cluster name node summaryコマンドを使用して、IOAクラスタのステー
タスを確認する例を示します：

sw-231-14# show ioa cluster cltnew node summary
-------------------------------------------------------------------------------
Switch Site Status Master Node ID
-------------------------------------------------------------------------------
sw-231-14(L) site2 online yes 1
sw-231-19 site1 online no 2
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フローステータスの確認

次に、show ioa cluster cluster name flowsコマンドを使用して IOAクラスタのステータスを確認
する例を示します。

sw-231-14# show ioa cluster cltnew flows
-------------------------------------------------------------------------------
Host WWN, VSAN WA TA Comp Status Switch,Interface
Target WWN Pair
-------------------------------------------------------------------------------
21:01:00:1b:32:22:55:df, 1 Y Y N online sw-231-14, ioa1/1
21:01:00:0d:77:dd:f8:9d, 1 sw-231-19, ioa4/1
sw-231-14#
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